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『
廉
明
奇
判
公
案
』
に
つ
い
て

621

一
、
は
じ
め
に

『
廉
明
奇
判
公
案
』は
明
代
の
裁
判
小
説
で
あ
る
。
事
件
を
判
官
が
解
決
す
る
経
緯

を
描
く
短
編
集
は
「
公
案
小
説
」
と
称
さ
れ
、
中
国
白
話
小
説
史
の
一
ジ
ャ
ン
ル
を

形
成
し
て
い
る
。
公
案
小
説
は
、
万
暦
の
初
め
頃
に
『
百
家
公
案
』
が
成
立
し
、
こ

れ
よ
り
相
次
い
で
刊
行
を
見
、
明
末
の
『
龍
図
公
案
』
に
お
い
て
一
つ
の
頂
点
を
極

め
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
魯
迅
が
『
中
国
小
説
史
略
』
の
中
で
、『
龍
図
公

案
』
に
つ
い
て
、「
文
意
甚
拙
、
蓋
僅
識
文
字
者
所
為①
」
と
記
し
、
孫
楷
第
も
『
廉
明

奇
判
公
案
』
を
は
じ
め
と
し
た
公
案
小
説
を
列
挙
し
て
「
丙
部
小
説
之
末
流
而
已②
」

と
述
べ
た
よ
う
に
、
公
案
小
説
は
決
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
公
案
小
説
に
は
現
存
12
種
が
あ
る
と
言
う③
。
本

稿
で
は
、『
廉
明
奇
判
公
案
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

『
廉
明
奇
判
公
案
』
に
は
、
四
巻
本
と
二
巻
本
が
あ
り
、
四
巻
本
に
は
3
種
の
版
本

が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
善
本
（
以
下
、
国
図
善
本
）、
京
都

大
学
法
学
部
図
書
室
蔵
本
（
以
下
、
京
大
本
）、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
普
通
古
籍
本
（
以

下
、
国
図
普
通
本
）
で
あ
る
。

京
大
本
は
元
来
、
富
岡
家
（
富
岡
鉄
斎
・
謙
蔵
）
の
蔵
書
で
あ
り
、
富
岡
家
本
の
存

在
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
長
く
行
方
が
不
明
と
な
っ
て
い
た④
。
と
こ
ろ
が
、『
富

岡
文
庫
善
本
書
影⑤
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
巻
末
の
牌
記
に
磨
滅
の
跡
が
見
ら
れ
、
そ

れ
が
京
大
本
と
一
致
し
た
こ
と
か
ら
、
両
者
が
結
び
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

京
大
本
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
図
善
本
と
比
較
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
両
者
に
は
大
き
な
差
異
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ

ち
、
国
図
善
本
に
は
、
判
決
部
分
が
故
意
に
削
ら
れ
た
不
完
全
な
話
が
一
話
多
く
収

録
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
で
は
、
二
巻
本
が
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た⑥
。
一
つ
に
は
、
富
岡

本
の
行
方
が
知
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
一
つ
に
は
『
古
本
小
説
叢
刊
』
を
は
じ
め
と
し

た
影
印
本
に
、
四
巻
本
が
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ

る⑦
。本

稿
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
四
巻
本
を
中
心

に
、
版
本
間
の
異
同
を
検
証
し
、
版
本
流
伝
に
つ
い
て
探
究
す
る
。

二
、
諸
版
本
に
つ
い
て

『
廉
明
奇
判
公
案
』
を
初
刻
に
近
い
と
思
わ
れ
る
順
に
例
挙
す
る
と
、以
下
の
よ
う

に
な
る⑧
。
な
お
、
1b
は
1a
を
底
本
に
し
た
写
本
で
あ
る
。
ま
た
、
1
〜
5
が
い
わ
ゆ

る
「
廉
明
公
案
」、
6
は
「
諸
司
公
案
」
で
あ
り
、「
廉
明
公
案
」
の
続
編
と
さ
れ
る
。

1a
．  

新
刊
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
四
巻 

建
邑
建
泉
堂
双
峰
堂
文
台
堂
刊
本 

万
暦
26

年
刊
後
修 
中
国
国
家
図
書
館
蔵
善
本

1b
．  

新
刊
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
四
巻 

独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文

『
廉
明
奇
判
公
案
』
に
つ
い
て

中　

原　

理　

恵
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庫
写
本

2
．  
新
刊
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
四
巻 

建
邑
双
峰
堂
刊
本 

万
暦
33
年
刊 

京
都
大

学
法
学
部
図
書
室
蔵
本

3
．  

新
刻
全
像
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
四
巻 

金
陵
大
業
堂
刊
本 

中
国
国
家
図
書
館

蔵
普
通
古
籍
本⑨

4
．  

皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
伝
二
巻 

建
邑
三
台
館
双
峰
堂
刊
本 

名
古
屋
市
蓬
左
文

庫
蔵
本

5
．  

皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
伝
二
巻 

建
邑
萃
英
堂
宗
文
堂
刊
本 

覆
刻 

独
立
行
政

法
人
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
本

6
．
新
刻
皇
明
諸
司
公
案
伝
六
巻 

建
邑
三
台
館
文
台
刊
本 

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本

二
―
１　

四
巻
本
の
書
誌

以
下
に
、
筆
者
が
目
睹
調
査
し
た
諸
本
の
書
誌
を
列
挙
す
る
。
方
量
や
外
題
等
は

原
則
第
1
冊
で
取
り
、
現
所
蔵
者
の
蔵
書
印
は
記
し
て
い
な
い
。

1a
．
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
・
善
本
１
２
２
９
０

4
冊
。

紺
色
無
地
表
紙
（
27
・
0
×
15
・
0 

cm
）、
四
針
眼
訂
、
外
題
な
し
、
金
鑲
玉
裝
。

封
面
な
し
。

遊
び
紙
全
4
葉
、
遊
び
紙
第
1
葉
に
「
言
言
齋
善
本
圖
書
（
筆
者
注
：
周
越
然
）」
朱

文
方
印
、題
簽
「
廉
明
公
案 

□
□
題
簽
（
□
は
判
読
不
能
、以
下
同
じ
）」、題
簽
に
「
□

□
／
□
」
白
文
方
印
あ
り
。
遊
び
紙
第
4
葉
に
書
き
入
れ
「
萬
曆
戊
戌
（
１
５
９
８

年
）
至
明
治
己
酉
（
１
９
０
９
年
）
近
三
百
十
二
年
／
羅
山
（
筆
者
注
：
林
羅
山
）
先
生

遺
書
／
讀
耕
齋
（
筆
者
注
：
林
讀
耕
齋
）
有
印
」、
ま
た
「
□
□
無
為
翁
誌
」、
そ
の
下

に
「
□
□
／
□
」
朱
文
隨
形
印
。

前
付
「
廉
明
公
案
叙
（
以
下
「
序
」）」
3
葉
、「
新
刻
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
目

錄
（
以
下
「
目
録
」）」
4
葉
。
序
第
1
葉
に
「
曾
留
呉
興
／
周
氏
言
言
齋
」
白
文
方
印
、

「
讀
耕
齋
／
之
家
藏
」
朱
文
方
印
あ
り
。
序
末
に
「
萬
曆
戊
戌
季
仲
夏
月
之
吉
／
建
邑

書
林
三
台
山
人
余
象
斗
言
」
と
刻
さ
れ
る
。

正
文
上
図
下
文
、
匡
郭
20
・
3
×
11
・
7 

cm
（
上
図
7
・
1
、
下
文
13
・
2
）、
四
周

単
辺
有
界
、
10
行
17
字
。
巻
首
「
新
刊
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
」。
第
2
、
3
行
に

「
三
台
山
人 

仰
止 

余
象
斗 

集
」、「
建
邑
書
林 

余
氏 

建
泉
堂 

刊
」。

版
心
黒
口
「
□
（
筆
者
注
：
紋
か
））
乙
」（
第
2
葉
版
心
「
人
命
類
乙
巻 

二
」）、
魚
尾

あ
り
。

第
1
回
第
1
葉
に
「
曾
留
呉
興
／
周
氏
言
言
齋
」、「
越
然
」、「
就
賢
堂
／
圖
書
記
」、

「
四
明
朱
／
氏
敝
帚
／
齋
藏
」、「
仰
周
／
所
寶
」
朱
文
方
印
。
第
3
巻
末
に
「
亦
／
自

香
」
朱
文
異
形
印
あ
り
。

巻
4
巻
末
の
牌
記
は
「
萬
曆
戊
戌
歳
仲
夏
／
月
余
氏
文
台
堂
梓
」
と
刻
さ
れ
る
。

ま
た
、
同
巻
末
に
「
周
／
越
然
」
朱
文
方
印
が
あ
り
、
巻
末
の
遊
び
紙
に
、
日
本
人

の
手
に
な
る
跋
文
が
見
ら
れ
、「
自
萬
曆
戊
戌
至
今
天
保
壬
寅
（
１
８
４
２
年
）

二
百
四
十
五
年
／
又
云
萬
曆
二
十
六
年
戊
戌
當
我
／
後
陽
成
天
皇
慶
長
三
年
戊
戌

（
１
５
９
８
年
）
大
閤
秀
吉
薨
之
年
也
／
此
書
曲
亭
馬
琴
之
藏
有
緣
故
傳
之
／
合
四
冊 

鍾
山
竹
内
忠
告
所
藏
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

国図善本 序第１葉序末
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奇
判
公
案
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て
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以
下
、
国
図
善
本
の
伝
来
に
つ
い
て
記
す
。
ま
ず
、
蔵
書
印
が
確
認
で
き
た
周
越

然
（
１
８
８
５－

１
９
６
２
年
）
の
著
し
た
『
言
言
齋
古
籍
叢
談⑩
』
に
よ
れ
ば
、「
査
余

藏
小
説
中
，
有
《
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
》
四
卷
。
…
…
。
余
書
於
數
年
前
（
筆

者
注
：
発
表
日
期
１
９
３
３
年
）
以
重
價
得
之
滬
市
，
卷
首
尾
舊
護
葉
有
倭
鬼
（
題
跋
者

已
死
，
故
以
鬼
稱
之
）
手
跋
二
則
（
文
字
欠
妥
，
不
錄
），
又
藏
印
二
：
一
〝
就
賢
堂
圖

書
記
〞，
一
〝
讀
耕
齋
之
家
藏
〞，
均
六
字
朱
文
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
と
、

遊
び
紙
の
書
き
入
れ
、
跋
文
の
内
容
か
ら
、
国
図
善
本
は
林
読
耕
斎
（
１
６
２
４－

１
６
６
１
年
）の
旧
蔵
で
、曲
亭
馬
琴（
１
７
６
７－

１
８
４
８
年
）、竹
内
忠
告（
１
８
４
７

－

１
８
８
１
年
）
に
渡
り
、
そ
の
後
、
周
越
然
が
１
９
３
３
年
前
後
に
上
海
で
購
入
し

た
こ
と
が
分
か
る
。
馬
琴
が
所
蔵
し
て
い
た
か
ど
う
か
真
偽
は
不
明
、
竹
内
忠
告
は

山
梨
県
の
教
育
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

な
お
、
2
つ
の
蔵
書
印
「
四
明
朱
氏
敝
帚
齋
藏
」
と
「
仰
周
所
寶
」
は
風
格
が
一

致
し
、
か
つ
押
印
し
た
時
期
も
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
れ
る
が
、
誰
の
も
の
な
の
か

明
ら
か
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
周
越
然
が
入
手
し
た
後
に
押
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。「
就
賢
堂
圖
書
記
」
に
つ
い
て
も
不
明⑪
。

こ
の
他
、
路
工
『
古
本
小
説
新
見⑫
』
が
言
及
す
る
『
廉
明
奇
判
公
案
』
も
お
そ
ら

く
国
図
善
本
で
あ
る
。

1b
．  

独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
写
本
・
３
０
０－

０
０
５
６
（
以

下
、
林
羅
山
写
本
）

2
冊
。

焦
茶
色
無
地
表
紙
（
28
・
0
×
20
・
3 

cm
）、
た
だ
し
第
1
冊
は
経
年
劣
化
に
よ
る
変

色
が
あ
り
、
第
2
冊
は
茶
色
、
四
針
眼
訂
、
外
題
左
肩
墨
筆
打
付
書
「
廉
明
公
案
」。

序
2
葉
、
目
録
4
葉
。

正
文
字
高
22
・
6 

cm
（
料
紙
28
・
1 

cm
）、
10
行
17
字
。
巻
首
「
新
刊
皇
明
諸
司
廉

明
奇
判
公
案
」。
第
2
、
3
行
に
「
三
台
山
人 

仰
止 

余
象
斗 

集
」、「
建
邑
書
林 

余
氏 

巻末遊び紙　　　　　　　  牌記 国図善本 第１回第１葉
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建
泉
堂 

刊
」。

巻
4
巻
末
に
刊
記
「
萬
曆
戊
戌
歳
仲

夏
／
月
余
氏
文
台
堂
梓
」
と
あ
り
、
次

い
で
「
林
羅
山
塗
朱
」
と
朱
筆
で
書
写

さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
手
に
よ
る
写
本

と
思
わ
れ
る
が
、
便
宜
上
「
林
羅
山
写

本
」
と
称
す
。

林
羅
山
写
本
は
、
底
本
の
文
字
の
欠

損
ま
で
忠
実
に
抄
写
さ
れ
て
お
り
、
国

図
善
本
の
欠
損
部
分
と
一
致
す
る
こ
と

か
ら
、
国
図
善
本
に
基
づ
き
抄
写
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、
国
図
善
本
の
巻
1
第
40
葉
a
面
に

は
紙
の
破
れ
が
あ
る
が
、
林
羅
山
写
本
は
そ
の
部
分
の
文
字
を
写
し
て
い
な
い
。
な

お
、
国
図
善
本
は
上
述
し
た
よ
う
に
、
林
家
の
旧
蔵
本
で
あ
り
、
刊
本
と
写
本
の
両

者
を
所
持
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

2
．
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
蔵
本
・
S
3
1
0－

94－

Yo

4
冊
。

黄
土
色
表
紙
（
25
・
7
×
15
・
1 

cm
）、
題
簽
「
奇
判
公
案 

一
」（
磨
損
あ
り
）、
五
針

眼
訂
、
総
裏
打
ち
。

封
面
な
し
。

序
3
葉
、
目
録
4
葉
。

正
文
上
図
下
文
、
匡
郭
20
・
0
×
11
・
8 

cm
（
上
図
7
・
0
、
下
文
12
・
9
）、
四
周

双
辺
有
界
、
10
行
17
字
。
巻
首
「
新
刊
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
」、
第
2
、
3
行
に

「
三
台
山
人 

仰
止 

余
象
斗 

集
」、「
建
邑
書
林 

余
氏 

雙
峰
堂 

刊
」。

版
心
黒
口
「
全
像
皇
明
廉
明
判
案 

□ 

乙
」（
第
2
葉
版
心
「
全
像
皇
明
廉
明
判
案 

人

命
類
乙
卷 

二
」）、
魚
尾
あ
り
。

巻
4
巻
末
の
牌
記
は
「
萬
暦
乙
巳
年
孟
冬
／
月
余
氏
雙
峰
堂
梓
」
と
刻
さ
れ
る
。

巻
1
第
58
葉
b
面
を
欠
く
。

牌記 第１回第１葉残篇故事

林羅山写本 国図善本

林
羅
山
写
本

巻
１
第
40
葉
a
面

京大本 第１回第１葉
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伝
来
に
つ
い
て
、１
９
３
６
年
6
月
、『
富
岡
文
庫
善
本
書
影
』（
前
掲
）
に
「
新
刊

皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案  

明 

余
象
斗
集  

四
卷  

一
冊  

明 

萬
曆
三
十
三
年
刊
」
が

あ
り
、
二
つ
の
書
影
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
1
巻
首
と
巻
4
巻
末
で

あ
る
。
巻
末
の
牌
記
に
は
磨
損
の
跡
が
あ
り
、
京
大
本
の
欠
損
箇
所
と
一
致
す
る
。

だ
か
ら
、
両
者
は
同
一
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
、
京
大
本
は
、
富
岡
家
の
旧

蔵
だ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る⑬
。

3
．
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
・
普
通
古
籍
１
２
７
０
２

存
1
冊
。

青
緑
色
表
紙
（
25
・
7
×
15
・
7 

cm
）、
外
題
な
し
、
四
針
眼
訂
、
総
裏
打
ち
。

封
面
3
行
、
右
・
左
に
「
新
刻
全
像
名
／
家
廉
明
公
案
」、
中
央
に
「
映
旭
齋
梓
」。

前
付
「
廉
明
公
案
叙
」
2
葉
、「
□
刻
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
目
錄
」
4
葉
。
序

末
に
「
三
台
山
人
余
象
斗
言
」
と
刻
さ
れ
る
。

正
文
匡
郭
22
・
1
×
13
・
3 

cm
、
四
周
単
辺
無
界
、
12
行
28
字
。
巻
首
「
新
刻
全

像
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
」。
第
2
、
3
行
に
「
三
台
山
人 

仰
止 

余
象
斗 

集
」、

「
金
陵
書
坊 

周
氏 

大
業
堂 

梓
」。

版
心
白
口
「
全
像
皇
明
公
案
傳 

人
命
類
巻
一 

一
」。

図
全
5
幅
（
1b
、
8a
、
16b
、
24a
、
30b
）。

第１回第１葉 国図普通本 封面

牌記富岡文庫善本書影 牌記
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4
．
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
本
・
１
５
６－

１
７

2
冊

香
色
無
地
表
紙
（
24
・
1
×
13
・
9 

cm
）、
題
簽
「
廉
明
公
案　

共
二
」、
そ
の
下
に

「
乾
」
墨
筆
打
付
書
、
四
針
眼
訂
。

封
面
上
図
下
文
形
式
。
下
層
3
行
、
右
・
左
に
「
全
像
正
廉
／
明
公
案
傳
」、
中
央

に
「
三
台
館
梓
行
」。

「
新
刻
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
目
錄
」
4
葉
、「
尾
陽
／
内
庫
」
朱
文
方
印
。

正
文
上
図
下
文
、
匡
郭
20
・
0
×
11
・
5 

cm
（
上
図
5
・
1
、
下
文
14
・
9
）、
四
周

単
辺
無
界
、
12
行
22
字
。
巻
首
「
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
傳
」、
第
2
、
3
行
に

「
三
台
山
人　

仰
止　

余
象
斗　

集
」、「
建
邑
書
林 

余
氏 

雙
峰
堂 

刊
」。

版
心
白
口
「
全
像
公
案
傳　

上
巻
人
命
類　

一
」。

下
巻
第
37
葉
を
欠
く
。

尾
張
藩
徳
川
家
旧
蔵
、
寛
永
10
年
（
１
６
３
３
）
買
本
。

図１b

蓬左本 封面目録上巻第１葉
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5
．
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
本
・
３
０
０－

０
０
６
１

4
冊
。

黄
土
色
無
地
表
紙
（
22
・
5
×
13
・
5 

cm
）、
題
簽
「
廉
明
公
案　

上
乾　

一
」、
六

針
眼
訂
。

「
新
刻
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
目
錄
」
4
葉
。

正
文
上
図
下
文
、
匡
郭
19
・
4
×
11
・
5 

cm
（
上
図
4
・
9
、
下
文
14
・
5
）、
四
周

単
辺
無
界
、
12
行
22
字
。
巻
首
「
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
傳
」、
第
2
行
空
行
、
第

3
行
「
建
邑
書
林 

鄭
氏 

萃
英
堂  

刊
」（「
鄭
」
は
書
き
入
れ
）。

版
心
白
口
「
全
像
公
案
傳　

上
巻
人
命
類　

一
」。

上
巻
第
7
葉
は
第
5
葉
の
後
に
錯
簡
。
上
巻
第
9
葉
を
欠
く
（
白
紙
1
葉
あ
り
）、下

巻
第
83
葉
b
面
を
欠
く
（
白
紙
に
補
写
あ
り
）。

6
．
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
・
１
２
７－

１
８

6
冊
。

後
補
の
帝
国
図
書
館
白
色
無
地
表
紙
（
23
・
2
×
14
・
1 

cm
）。
旧
表
紙
は
焦
茶
色
有

模
様
、
題
簽
「
皇
明
諸
司
公
案　

一
」、
四
針
眼
訂
、
総
裏
打
ち
。

封
面
上
図
下
文
形
式
。
下
層
3
行
、
右
・
左
に
「
全
像
續
廉
／
明
公
案
傳
」、
中
央

に
「
三
台
館
梓
行
」。「
三
台
館
余
開
明
梓
行
」
白
文
方
印
。

「
全
像
類
編
皇
明
諸
司
公
案
目
錄
」
2
葉
。

正
文
上
図
下
文
、
匡
郭
20
・
6
×
11
・
6 

cm
（
上
図
7
・
2
、
下
文
13
・
2
）、
四
周

双
辺
有
界
、
10
行
17
字
。
巻
首
「
新
刻
皇
明
諸
司
公
案
傳
」、
第
2
、
3
行
に
「
山
人

　

仰
止　

余
象
斗　

編
述
」、「
書
林 

文
台 

余
氏 

梓
行
」。

版
心
白
口
「
人
命
類
一
巻　

乙
」。

二
―
２　

版
本
系
統

大
塚
秀
高
氏
『
増
補
中
国
通
俗
小
説
書
目
』（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、「
原
刊
本 

万
暦

26
年
？
刊 

佚
」
と
、
佚
書
の
原
刊
本
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
い
、
四
巻
本

の
各
版
本
を
位
置
付
け
る
と
、
2
通
り
の
流
れ
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
縦
の
関
係
で
あ
り
、
原
刊
本
↓
国
図

善
本
↓
京
大
本
と
な
る
流
れ
。
こ
れ
は
国
図
善

本
と
京
大
本
が
親
子
の
関
係
と
な
る
。
も
う
一

つ
は
、
横
の
関
係
で
あ
り
、
原
刊
本
か
ら
分
か

れ
て
、｛
国
図
善
本
、
京
大
本
｝
及
び
｛
国
図
普

通
本
｝
の
2
系
統
と
な
る
流
れ
で
あ
る
。
こ
れ

は
、｛
国
図
善
本
、京
大
本
｝
と
｛
国
図
普
通
本
｝

が
兄
弟
の
関
係
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
関
係
を
考
察
す
る
前
に
、
ま
ず
削

ら
れ
た
一
つ
の
話
（「
残
篇
故
事
」
と
称
す
）
に
つ

い
て
見
て
お
き
た
い
。

「海給事辨詐稱姦」
（上巻第 53葉表）
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三
、「
残
篇
故
事
」
に
つ
い
て

上
述
し
た
よ
う
に
、
国
図
善
本
に
は
他
の
版
本
と
異
な
る
特
徴
が
あ
り
、
判
決
部

分
が
故
意
に
削
ら
れ
た
話
が
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
一
度
載
っ
た
も
の
が
削
ら

れ
た
の
か
。

三
―
１　

国
図
善
本
の
「
残
篇
故
事
」

国
図
善
本
の
目
録
に
は
空
白
に
な
っ
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
は
巻
3
「
騙
害
類
」

の
第
1
則
「
韓
按
院
賺
賍
獲
賊
」
と
第
2
則
「
朱
代
巡
判
酷
吏
」
の
間
に
当
た
る
。

こ
の
部
分
に
は
故
意
に
削
り
取
っ
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

正
文
部
分
を
確
認
す
る
と
、
第
1
則
は
話
が
完
結
し
て
お
ら
ず
、
全
12
葉
の
空
白

（
第
41
〜
46
葉
）
の
後
に
、「
残
篇
故
事
」（
第
47
葉
a
面
第
1
行
〜
同
b
面
第
5
行
）
が
挟

み
こ
ま
れ
て
存
在
し
、
そ
の
後
に
第
2
則
の
頭
（
第
47
葉
b
面
第
6
行
）
が
続
く
。

正
文
部
分
の
空
白
の
葉
（
第
41
〜
46
葉
）
は
、
匡
郭
と
版
心
が
墨
筆
で
手
書
き
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
空
白
の
葉
の
料
紙
は
こ
れ
以
外
の
部
分
と
異
な
る
。
た
だ
し
、
元
来

こ
の
空
白
の
葉
が
収
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
或
い
は
蔵
書
家
が
後
に
空
白
の
葉
を
挟

み
こ
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。

「
残
篇
故
事
」
の
第
1
、2
行
の
判
決
部
分
は
故
意
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う

の
は
、
文
字
の
中
央
に
彫
刻
刀
で
削
り
取
っ
た
痕
跡
が
あ
り
、
文
字
を
識
別
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
3
行
か
ら
最
終
行
ま
で
の
全
13
行
は
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、「
残
篇
故
事
」
は
い
か
な

る
内
容
の
話
な
の
か
。

国図善本 目録「騙害類」第 41葉 a面（空白）　第 40 葉 b面（第 1則）
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三
―
２　
「
残
篇
故
事
」
の
内
容

国
図
善
本
の
「
残
篇
故
事
」
を
以
下
に
紹
介
す
る
。
話
の
舞
台
は
福
建
で
、
兄
の

士
禹
と
弟
の
応
輅
が
、
金
銭
を
め
ぐ
っ
て
も
め
事
を
起
こ
し
て
い
た
が
、
法
官
が
冤

罪
を
見
抜
い
て
、
真
犯
人
を
割
り
出
し
た
こ
と
で
、
兄
弟
の
仲
は
元
通
り
良
く
な
り
、

こ
の
土
地
の
人
々
も
王
道
に
感
謝
し
た
と
い
う
内
容
の
話
で
あ
る
。

（
第
47
葉
a
面
第
3
〜
10
行
。
第
1
〜
2
行
は
判
読
で
き
な
い
）

當
時
審
出
真
犯
。
士
禹
怨
弟
之
恨
始
釋
。
施
卿
無
／

辜
之
寃

伸
。
漳
泉
之
民
。
窮
地
僻
壤
皆
服
王
道
／

神
明
矣
。
又
應
輅
聞
知
拏
出
匿
名
之
人
。
乃
見
兄
／

曰
。
木
必
先
腐
。
而
後
蟲
生
之
。
人
必
先
疑
。
而
後
讒
／

入
之
。
我
雖
累
告
兄
。
只
直
以
爭
財
事
論
。
豈
忍
以
／

大
惡
陷
兄
。
兄
若
靜
不
觧
。
今
日
何
如
。
諺
云
。
籬
牢
／

狗
不
入
。
兄
弟
如
手
足
。
手
足
斷
時
難
再
續
。
今
後
／

宜
去
前
愆
。
再
敦
骨
肉
。
不
必
藏
怒
宿
怨
矣
。
士
禹
／

（
第
47
葉
b
面
第
1
〜
5
行
）

亦
曰
。
吾
亦
欲
見
汝
觧
釋
。
今
汝
知
前
非
。
吾
亦
侮
／

過
。
自
今
而
更
懷
舊
恨
者
。
狗
彘
不
如
也
。
後
兄
弟
／

友
愛
如
初
。
皆
王
道
明
理
寃
獄
之
功
。
然
則
官
司
／

公
明
者
不
惟
可
雪
民
枉
。
亦
可
善
民
俗
矣
。
所
謂
／

刑
罰
中
有
教
化
者
是
也
。

（
そ
の
と
き
、真
犯
人
を
割
り
出
し
た
。
士
禹
は
弟
を
怨
む
気
持
ち
は
も
う
解
消
さ
れ
た
。

施
卿
は
、
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
漳
州
、
泉
州
（
現
・
福
建
）
の

人
々
は
、
荒
れ
た
辺
鄙
な
場
所
で
皆
、
王
道
と
神
霊
に
心
服
し
た
。

第 47葉 b面（第 2則） 第 47 葉 a面（残篇故事）第 46葉 b面（空白）
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ま
た
、
応
輅
が
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
匿
名
の
人
物
を
捕
ら
え
た
と
い
う
。

そ
し
て
兄
に
面
会
し
て
言
っ
た
。「
木
は
必
ず
ま
ず
腐
り
、そ
し
て
後
に
虫
が
わ

く
。
人
は
必
ず
ま
ず
疑
い
を
抱
き
、
そ
し
て
後
に
讒
言
を
す
る
。
私
は
兄
さ
ん

を
し
き
り
に
訴
え
た
け
れ
ど
、
告
訴
し
た
の
は
金
銭
問
題
で
あ
っ
て
、
ど
う
し

て
望
ん
で
兄
さ
ん
を
陥
れ
た
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
。
兄
さ
ん
が
も
し
黙
っ
て

い
て
理
解
で
き
な
い
の
な
ら
、
今
の
状
態
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
諺
に
言
う
よ

う
に
、
垣
根
が
丈
夫
な
ら
ば
犬
は
入
ら
な
い
と
。
兄
弟
は
、
手
や
足
と
同
じ
で
、

手
足
は
離
れ
て
し
ま
う
と
、
再
び
つ
な
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。
今
後
は
、
も
う

過
去
の
罪
を
捨
て
て
、
再
び
兄
弟
の
関
係
を
重
ん
じ
、
恨
み
を
抱
い
た
ま
ま
に

し
な
い
こ
と
に
し
よ
う
」。
士
禹
も
ま
た
言
っ
た
。「
今
、
兄
さ
ん
は
過
去
の
過

ち
を
認
識
し
、
私
も
過
ち
を
悔
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
過
去
の
恨
み
を
抱

く
こ
と
を
や
め
よ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
犬
猪
以
下
で
す
」。

こ
の
後
、
兄
弟
の
友
愛
は
初
め
の
こ
ろ
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
王
道
が

冤
罪
を
は
っ
き
り
と
見
抜
い
た
功
績
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
官
府
が
公
正
で

あ
れ
ば
、
民
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
晴
ら
す
だ
け
で
な
く
、
民
の
風
俗
ま
で
も
善
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
所
謂
、
刑
罰
中
に
あ
る
感
化
が
こ
れ
で
あ
る
。）

以
上
が
残
篇
故
事
の
内
容
で
あ
る
。
特
に
削
ら
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
は
見
当
た
ら

な
い
が
、
問
題
が
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ち
な

み
に
、
残
篇
故
事
の
上
図
に
は
兄
弟
の
名
前
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
図
の
標

題
は
「
應
輅
與
兄
」
と
「
士
禹
觧
釋
」
で
あ
る
。

三
―
３　
「
残
篇
故
事
」
の
原
拠

先
行
研
究⑭
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
廉
明
奇
判
公
案
』
は
多
く
の
話
を
『
蕭

曹
遺
筆
』
か
ら
引
用
し
て
お
り
、
分
類
の
立
て
方
も
『
蕭
曹
遺
筆
』
を
模
倣
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。『
蕭
曹
遺
筆
』
と
は
訟
師
秘
本
の
類
で
、嘉
靖
年
間
か
ら
万
暦
初

め
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、
数
多
く
の
版
本
が
存
在
す
る⑮
。
本
稿
で
は
万
暦
23
年
刊

『
新

蕭
曹
遺
筆⑯
』
を
使
用
し
て
話
を
進
め
る
。

『
蕭
曹
遺
筆
』
に
は
、訴
訟
文
書
の
文
例
集
で
あ
る
「
詞
稿
文
鋒
」
と
い
う
部
分
を

有
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
訴
訟
の
内
容
に
応
じ
て
15
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

盜
賊
類
、
墳
山
類
、
人
命
類
、
争
占
類
、
騙
害
類
、
婚
姻
類
、
債
負
類
、
戸
役
類
、

闘
殴
類
、
継
立
類
、
姦
情
類
、
脱
罪
類
、
執
照
類
、
呈
状
類
、
説
帖
類
で
あ
る
。

『
廉
明
奇
判
公
案
』
四
巻
本
の
正
文
は
、
16
類
（
１
０
５
或
１
０
６
則⑰
）
か
ら
成
り
、

人
命
類
（
20
則
）、
姦
情
類
（
8
）、
盜
賊
類
（
9
）、
争
占
類
（
16
）、
騙
害
類
（
10
或

11
）、
威
逼
類
（
4
）、
拐
帯
類
（
3
）、
墳
山
類
（
2
）、
婚
姻
類
（
5
）、
債
負
類
（
5
）、

戸
役
類
（
5
）、
闘
殴
類
（
3
）、
継
立
類
（
4
）、
脱
罪
類
（
3
）、
執
照
類
（
5
）、
旌

表
類
（
3
）
を
収
め
る
。

二
巻
本
の
正
文
は
、
16
類
（
１
０
３
則
）
か
ら
成
り
、
人
命
類
（
18
則
）、
姦
情
類

（
8
）、盜
賊
類
（
9
）、争
占
類
（
16
）、騙
害
類
（
10
）、威
逼
類
（
4
）、拐
帯
類
（
3
）、

墳
山
類
（
2
）、
婚
姻
類
（
5
）、
債
負
類
（
5
）、
戸
役
類
（
5
）、
闘
殴
類
（
3
）、
継

立
類
（
4
）、
脱
罪
類
（
3
）、
執
照
類
（
5
）、
旌
表
類
（
3
）
を
収
め
る
。
二
巻
本
の

人
命
類
に
存
目
の
2
話
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

『
蕭
曹
遺
筆
』「
詞
稿
文
鋒
」
の
う
ち
、
盜
賊
類
か
ら
脱
罪
類
の
文
例
の
多
く
は
、

「
告
・
訴
・
審
」
と
い
う
一
セ
ッ
ト
か
ら
成
る⑱
。
国
図
善
本
と
「
詞
稿
文
鋒
」
の
判
決

部
分
、
及
び
、
正
文
題
を
対
照
さ
せ
た
表
を
本
稿
末
尾
に
附
す
。

『
廉
明
奇
判
公
案
』
は
、「
詞
稿
文
鋒
」
の
判
決
に
当
た
る
「
審
」
の
部
分
を
、
そ

の
ま
ま
取
り
込
ん
で
お
り
、
逆
に
「
詞
稿
文
鋒
」
に
あ
っ
て
、『
廉
明
奇
判
公
案
』
に

採
用
さ
れ
て
い
な
い
文
例
に
は
、「
審
」
が
な
い⑲
。
た
と
え
ば
、
附
表
の
「
詞
稿
文

鋒
」
で
は
、
騙
害
類
第
10
、
債
負
類
第
6
、
脱
罪
類
第
4
が
該
当
す
る
。『
廉
明
奇
判

公
案
』
が
「
審
」
の
存
在
し
な
い
文
例
を
嫌
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
実
際
は

「
審
」
の
な
い
話
も
収
め
ら
れ
て
お
り
（
争
占
類
の
第
4
〜
6
則
等
）、「
詞
稿
文
鋒
」
か
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ら
選
び
取
る
際
に
「
審
」
の
有
無
を
基
準
に
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、『
廉
明
奇
判
公

案
』
の
基
づ
い
た
「
詞
稿
文
鋒
」
が
別
に
あ
り
、
そ
の
版
本
で
は
「
審
」
が
す
で
に

削
除
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

以
下
、
残
篇
故
事
を
中
心
と
し
て
、
縦
と
横
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

四
、
縦
の
関
係
に
つ
い
て

『
廉
明
奇
判
公
案
』
の
版
本
の
流
れ
に
は
、2
通
り
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
。
本
章
で
は
、
縦
の
流
れ
、
す
な
わ
ち
国
図
善
本
と
京
大
本
が
親

子
と
な
る
関
係
に
つ
い
て
考
証
す
る
。

四
―
１　

縦
の
関
係
か
ら
見
る
残
篇
故
事

ま
ず
、
写
本
・
林
羅
山
本
は
、
国
図
善
本
を
底
本
と
し
て
抄
写
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
は
上
述
し
た
が
、
し
た
が
っ
て
、
残
篇
故
事
も
存
在
し
、
国
図
善
本
で
文

字
の
識
別
で
き
な
い
第
1
、
2
行
に
つ
い
て
は
、
林
羅
山
本
で
は
何
も
書
か
れ
て
お

ら
ず
、
第
3
行
以
降
に
文
字
が
抄
写
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
京
大
本
は
、
目
録
部
分
が
国
図
善
本
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
京
大
本
の

目
録
も
、
巻
3
の
第
1
則
「
韓
按
院
賺
賍
獲
賊
」
と
第
2
則
「
朱
代
巡
判
酷
吏
」
の

間
に
標
題
が
見
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
、
京
大
本
に
は
残
篇
故
事
が
な
い
の
で
あ
る
。
正
文
部
分
の
葉
数
は
連
続

し
て
お
り
、
空
白
の
葉
が
存
在
し
な
い
。
こ
こ
が
国
図
善
本
と
の
最
大
の
相
違
で
あ

る
。
京
大
本
の
巻
3
「
騙
害
類
」
の
第
1
則
（
第
34
〜
40
葉
）
は
国
図
善
本
と
版
式
が

同
じ
で
は
あ
る
が
、第
2
則
（
第
41
葉
）
か
ら
巻
末
の
版
式
は
一
致
し
な
い
。
京
大
本

は
、
第
41
葉
a
面
第
8
行
に
第
2
則
の
題
目
「
朱
代
巡
判
酷
吏
」
が
刻
さ
れ
る
が
、

国
図
善
本
は
、
第
47
葉
b
面
に
「
朱
代
巡
判
酷
吏
」
の
題
目
が
刻
さ
れ
る
。
こ
の
違

い
を
除
い
て
、
京
大
本
と
国
図
善
本
の
版
式
は
全
て
一
致
し
、
内
容
も
同
じ
で
あ
る
。

京大本 目録

（第 2則）　　　　（第 1則）

（第 2則） 空白 （第 1則）

京
大
本 

第
40
葉
b
面

国
図
善
本 

第
47
葉
b
面

国
図
善
本 

第
40
葉
b
面

京
大
本 
第
41
葉
a
面
第
8
行
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こ
の
こ
と
か
ら
、
京
大
本
は
整
理
さ
れ
た
後
の
版
本
だ
と
考
え
ら
れ
、
版
本
の
流

れ
は
、
国
図
善
本
↓
京
大
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
万
暦
26
年
の
牌
記
を
有

す
国
図
善
本
の
段
階
で
は
空
白
の
葉
が
あ
り
、
残
篇
故
事
が
判
決
の
一
部
分
だ
け
存

在
し
、
万
暦
33
年
刊
の
京
大
本
で
は
残
篇
故
事
を
削
り
、
葉
数
が
連
続
す
る
よ
う
修

正
し
、
空
白
の
葉
が
な
い
。

国
図
善
本
と
京
大
本
の
「
騙
害
類
」
の
葉
数
、
正
文
題
、
及
び
目
録
題
を
ま
と
め

る
と
、
下
表
の
よ
う
に
な
る
。

国
図
善
本
と
京
大
本
は
異
版
で
あ
る
。
京
大
本
は
版
木
を
全
て
新
た
に
彫
り
直
し

て
い
る
が
、
万
暦
26
年
か
ら
33
年
の
わ
ず
か
6
年
で
、
国
図
善
本
の
版
木
が
通
常
で

あ
れ
ば
使
用
で
き
る
は
ず
の
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
再
び
全
て
作
り
直
す
必
要

が
あ
っ
た
の
か
不
可
解
で
は
あ
る
。

四
―
２　

建
陽
の
余
氏

国
図
善
本
と
京
大
本
の
巻
1
か
ら
巻
4
に
つ
い
て
、
主
題
の
後
の
第
2
、
3
行
に

あ
る
編
者
・
書
肆
名
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

巻
1

国
図
善
本

三
台
山
人 

仰
止 

余
象
斗 

集
／
建
邑
書
林 

余
氏 

建
泉
堂 

刊

京
大
本

三
台
山
人 

仰
止 

余
象
斗 

集
／
建
邑
書
林 

余
氏 

雙
峰
堂 

刊

巻
2

国
図
善
本

三
台
山
人 

仰
止 

余
象
斗 

集
／
建
邑
書
林 

余
氏 

建
泉
堂 

梓

京
大
本

三
台
山
人 

仰
止 

余
象
斗 

集
／
建
邑
書
林 

余
氏 

雙
峯
堂 

梓

巻
3

国
図
善
本

三
台
山
人 

仰
止 

余
象
斗 

集
／
建
邑
書
林 

余
氏 

雙
峰
堂 

梓

京
大
本

三
台
山
人 

仰
止 

余
象
斗 

集
／
建
邑
書
林 

余
氏 

雙
峰
堂 

梓

巻
4

国
図
善
本

三
台
山
人 

仰
止 

余
□
□ 

□
／
建
邑
書
林 

余
氏 

建　

泉 

梓

京
大
本

三
台
山
人 

仰
丘 

余
象
斗 

集
／
建
邑
書
林 

余
氏 

雙
峰
堂 

梓

第
2
行
に
当
た
る
「
三
台
山
人 

仰
止 

余
象
斗 

集
」
は
い
ず
れ
も
一
致
し
て
い
る
。

な
お
、
京
大
本
の
巻
4
に
見
え
る
「
仰
丘
」
は
「
仰
止
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た

京
大
本
巻
4
に
刻
さ
れ
る
「
峰
」
の
字
体
も
他
の
巻
の
「
峰
」
と
異
な
り
、
簡
略
化

さ
れ
て
い
る
。

余
象
斗
は
、
明
代
建
陽
の
出
版
者
で
あ
り
、
字
仰
止
、
号
三
台
山
人
。
書
籍
を
刊

行
す
る
際
は
様
々
な
別
名
を
使
用
す
る
。
た
と
え
ば
、「
雙
峰
堂
」
や
「
三
台
館
」
な

ど
が
あ
り
、「
余
文
台
」
も
ま
た
余
象
斗
の
別
名
で
あ
る
。「
雙
峰
堂
」
は
余
象
斗
が

承
襲
し
た
父
・
余
孟
和
（
号
双
峰
）
の
書
坊
で
あ
る
。

第
3
行
に
当
た
る
書
肆
名
に
は
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
序
文
と
牌
記
の
情

報
を
加
え
整
理
す
る
と
、
下
表
の
よ
う
に
な
る
。
国
図
善
本
と
京
大
本
は
、
序
文
と
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巻
3
を
除
い
て
書
肆
名
が
一
致
し
な
い
。

序
文

巻
1

巻
2

巻
3

巻
4

牌
記

国
図
善
本
三
台
山
人
余

象
斗
言

建
泉
堂
刊

建
泉
堂
梓

雙
峰
堂
梓

建　

泉
梓

余
氏
文
台
堂
梓

京
大
本

三
台
山
人
余

象
斗
言

雙
峰
堂
刊

雙
峯
堂
梓

雙
峰
堂
梓

雙
峰
堂
梓

余
氏
雙
峰
堂
梓

余
象
斗
及
び
余
氏
の
家
譜
に
つ
い
て
は
、『
書
林
余
氏
重
修
宗
譜⑳
』
に
詳
し
い
が
、

上
原
究
一
氏
「
萃
慶
堂
の
歴
代
主
人
に
つ
い
て㉑
」
な
ど
に
お
い
て
、
宗
譜
の
誤
り
が

詳
細
に
考
証
校
訂
さ
れ
て
お
り
、本
稿
で
は
上
原
氏
の
論
証
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
。

京
大
本
は
巻
1
か
ら
牌
記
ま
で
、
書
肆
は
全
て
「
雙
峰
堂
」
で
あ
る
が
、
国
図
善

本
に
刻
さ
れ
た
書
肆
に
は
、「
建
泉
堂
」、「
建
泉
」、「
雙
峰
堂
」、「
文
台
堂
」
が
見
ら

れ
る
。「
建
泉
堂
」
は
お
そ
ら
く
余
彰
徳
（
号
泗
泉
）
の
親
族
と
関
係
が
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
余
彰
徳
の
家
族
の
号
に
は
「
泉
」
の
字
が
ま
ま
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、「
文
台
堂
」
に
つ
い
て
、「
文
台
」
は
余
象
斗
の
別
名
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
筆

者
は
「
文
台
堂
」
と
い
う
書
肆
名
に
つ
い
て
詳
細
を
知
ら
な
い
。
本
稿
に
関
係
す
る

余
氏
の
家
譜
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

仲
明

―
彰
徳
（
号
泗
泉
）

　
　

孟
和
（
号
双
峰
）

―
象
斗

国
図
善
本
に
確
認
で
き
る
複
数
の
書
肆
名
は
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
余
氏
の
親

族
の
共
同
出
版
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
筆
者
が
調
査
し
た
例
を
挙
げ
る
と
、

余
彰
徳
と
余
象
斗
が
共
同
出
版
し
た
『
古
今
韻
会
挙
要
小
補㉒
』
が
あ
り
、
こ
の
封
面

に
は
「
書
林
余
｛
泗
泉
／
文
台
｝
刻
行
」
と
刻
さ
れ
、
巻
末
に
「
書
林
余
彰
德
／
余

象
斗
同
刻
」
と
あ
る
。

こ
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
余
彰
徳
と
余
象
斗
が
共
同
出
版
す
る
可
能
性
は
あ

り
得
る
が
、
国
図
善
本
の
場
合
は
共
同
出
版
だ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
ず
、
序
文
に
余
象
斗
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
余
象
斗
が
編
纂
し
た

も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、余
象
斗
個
人
で
も
刊
行
が
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
、

わ
ざ
わ
ざ
共
同
出
版
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
序
文
は
余
象

斗
の
名
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
巻
首
は
「
建
泉
堂
」
と
刻
さ
れ
、
余
象
斗
の
「
雙
峰

堂
」
で
は
な
い
の
か
理
由
が
不
明
で
あ
る
こ
と
。
巻
4
の
書
肆
名
も
「
建
泉
」
の
2

字
だ
け
が
あ
っ
て
正
式
な
「
建
泉
堂
」
で
は
な
く
、牌
記
は
余
象
斗
の
別
名
「
文
台
」

が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
文
台
堂
」
と
い
う
書
肆
名
は
他
に
例
が
な
く
、
全
体
と

し
て
杜
撰
な
印
象
を
受
け
る
。
違
法
出
版
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
京
大
本
は
、
余
象
斗
が
万
暦
33
年
ま
で
に
版
木
を
全
て
作
り
直
し
、
不
備

を
改
め
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
横
の
関
係

本
章
で
は
、
原
刊
本
↓
｛
国
図
善
本
、
京
大
本
｝
と
｛
国
図
普
通
本
｝
の
横
の
流

れ
を
考
察
す
る
。
こ
れ
は
｛
国
図
善
本
、
京
大
本
｝
と
｛
国
図
普
通
本
｝
が
兄
弟
の

関
係
と
な
る
。

五
―
１　

横
の
関
係
か
ら
見
る
残
篇
故
事

国
図
善
本
の
目
録
に
は
、
残
篇
故
事
の
標
題
が
削
り
取
ら
れ
た
痕
跡
が
あ
る
こ
と

は
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
話
の
内
容
は
一
部
知
り
得
た
が
、
タ
イ

ト
ル
は
不
明
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
図
普
通
本
の
目
録
に
は
標
題
が
残
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
王
巡
道
判
出
匿
名
」
で
、
巻
3
「
騙
害
類
」
の
第
1
則
「
韓

按
院
賺
賍
獲
賊
」
と
第
3
則
「
朱
代
巡
判
酷
吏
」
の
間
に
当
た
る
。
た
だ
し
、
国
図

普
通
本
は
現
存
が
1
冊
で
、
巻
1
第
15
則
以
降
の
正
文
が
な
い
た
め
、
残
念
な
が
ら
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巻
3
の
正
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

国
図
善
本
と
国
図
普
通
本
の
目
録
部
分
を
図
式
化
す
る
と
下
表
の
よ
う
に
な
る
。

目
録

類
別

国
図
善
本

国
図
普
通
本

巻
3

騙
害
類

1
：
韓
按
院
賺
賍
獲
賊

1
：
韓
按
院
賺
賍
獲
賊

（
削
り
取
っ
た
痕
跡
）

2
：
王
巡
道
判
出
匿
名

2
：
朱
代
巡
判
酷
吏

3
：
朱
代
巡
判
酷
吏

国
図
普
通
本
の
目
録
に
見
ら
れ
る
タ
イ
ト
ル
は
、「
王
廵
道
判
出
匿
名
」
で
あ
り
、

王
巡
道
が
匿
名
に
判
決
を
下
し
た
と
い
う
の
が
標
題
の
意
味
と
な
る
。
本
稿
第
三
章

で
確
認
し
た
よ
う
に
、
国
図
善
本
の
残
篇
故
事
の
内
容
も
、
匿
名
の
人
物
を
割
り
出

し
、
冤
罪
を
晴
ら
す
内
容
の
話
で
あ
り
、
残
篇
故
事
の
標
題
も
お
そ
ら
く
は
、「
王
巡

道
判
出
匿
名
」
或
い
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

五
―
２　

目
録
標
題
の
差
異

国
図
善
本
・
京
大
本
の
目
録
の
巻
1
「
人
命
類
」
第
17
則
標
題
は
「
丁
府
主
判
累

死
人
死
」、
第
18
則
は
「
鄧
代
巡
批
人
命
翻
招
」、
こ
の
後
に
、
巻
2
の
第
1
則
（
人

命
類
19
則
目
）「
黃
縣
主
義
鴉
訴
寃
」、第
2
則
（
人
命
類
20
則
目
）「
蘇
按
院
詞
判
奸
僧
」

が
続
き
、
こ
の
20
則
目
で
「
人
命
類
」
が
終
わ
る
。

一
方
、
国
図
普
通
本
は
全
19
則
し
か
な
く
、
巻
1
の
最
終
標
題
（
17
則
目
）
は
「
丁

侯
判
累
死
人
命
」、
そ
の
後
、
巻
2
の
第
1
則
（
人
命
類
18
則
目
）「
黃
縣
主
辨
義
鴉
訴

寃
」、第
2
則
（
人
命
類
19
則
目
）「
蘇
按
院
詞
判
奸
僧
」
が
続
き
、こ
こ
で
「
人
命
類
」

が
終
了
す
る
。

ま
と
め
る
と
、
以
下
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

目
録
標
題

類
別

国
図
善
本
・
京
大
本

国
図
普
通
本

巻
1

人
命
類

17
：
丁
府
主
判
累
死
人
死

17
：
丁
侯
判
累
死
人
命

18
：
鄧
代
巡
批
人
命
翻
招

（
無
）

巻
2

19
：
黃
縣
主
義
鴉
訴
寃

18
：
黃
縣
主
辨
義
鴉
訴
寃

20
：
蘇
按
院
詞
判
奸
僧

19
：
蘇
按
院
詞
判
奸
僧

姦
情
類

1
：
汪
縣
令
燒
燬
淫
寺

1
：
汪
縣
令
燒
燬
淫
寺

国図普通本 目録
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「
人
命
類
」の
類
は
巻
1
と
巻
2
を
跨
い
で
続
い
て
い
る
。
第
三
章
で
確
認
し
た
よ

う
に
、『
廉
明
奇
判
公
案
』
の
「
人
命
類
」
第
12
則
か
ら
18
則
は
、『
蕭
曹
遺
筆
』
の

「
人
命
類
」
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
第
19
則
と
20
則
は
、
巻
一
が

尾
題
ま
で
い
っ
た
ん
彫
り
終
わ
っ
た
後
に
、
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

国
図
普
通
本
の
目
録
に
は
、「
鄧
代
巡
批
人
命
翻
招
」（
国
図
善
本
・
京
大
本
の
人
命

類
18
則
目
）
が
な
い
が
、
国
図
普
通
本
の
正
文
が
現
存
し
な
い
た
め
、
存
目
な
の
か
、

或
い
は
、
後
に
削
除
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
判
決
の
内
容
は
、
三
代
の
冤
罪
を

晴
ら
し
た
話
で
、
載
せ
て
い
て
も
特
に
問
題
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

国
図
善
本
と
京
大
本
は
い
ず
れ
も
建
陽
の
余
氏
の
親
族
が
刊
刻
し
た
も
の
で
あ
る

一
方
、
国
図
普
通
本
は
金
陵
の
大
業
堂
の
版
木
を
使
っ
て
映
旭
斎
が
刊
刻
し
た
も
の

で
あ
る
。
国
図
善
本
・
京
大
本
と
国
図
普
通
本
は
、
場
所
も
親
族
も
異
な
る
書
肆
が

刊
刻
し
て
お
り
、
版
式
も
異
な
る
が
、
両
者
は
原
刊
本
を
承
襲
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
痕
跡
が
あ
る
。

国
図
善
本
・
京
大
本
と
国
図
普
通
本
が
收
録
す
る
話
の
種
類
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、

ま
た
類
の
排
列
の
仕
方
も
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
ず
れ
も
、
巻
1
「
人
命
類
」

の
目
録
第
12
、
13
則
は
「
呉
推
府
判
謀
故
姪
命
」、「
范
侯
判
逼
死
節
婦
」
で
あ
る
が
、

正
文
第
12
、
13
則
は
「
范
侯
判
逼
死
節
婦
」、「
呉
推
官
判
謀
故
姪
命
」
の
順
で
話
が

並
ぶ
。
つ
ま
り
目
録
と
正
文
の
順
序
が
相
反
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
両
者
は
お
そ
ら
く
同
一
系
統
の
刊
本
に
基
づ
い
て
刊
刻
さ
れ
た

と
推
測
で
き
る
。
偶
然
に
同
一
箇
所
の
目
録
と
正
文
の
順
序
を
誤
る
と
は
考
え
に
く

い
。
底
本
の
段
階
で
す
で
に
相
反
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

国
図
善
本
と
国
図
普
通
本
の
正
文
題
、
並
び
に
、
目
録
題
を
整
理
す
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

巻

類
別

善
本
目
録
題

善
本
正
文
題

普
通
本
目
録
題

普
通
本
正
文
題

巻
1

人
命
類

12
：
呉
推
府
判
謀

故
姪
命

12
：
范
侯
判
逼
死

節
婦

12
：
呉
推
府
判
謀

故
姪
命

12
：
范
侯
判
逼
死

節
婦

13
：
范
侯
判
逼
死

節
婦

13
：
呉
推
官
判
謀

故
姪
命

13
：
范
侯
判
逼
死

節
婦

13
：
呉
推
官
判
謀

故
姪
命

六
、
四
巻
本
と
二
巻
本
と
の
関
係

『
廉
明
奇
判
公
案
』
は
、
ま
ず
四
巻
本
が
成
立
し
、
つ
い
で
二
巻
本
が
作
ら
れ
た
と

さ
れ
る
。
従
来
は
主
に
二
巻
本
を
使
用
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

本
章
で
は
両
者
を
比
較
す
る
。

六
―
１　

四
巻
本
と
二
巻
本
と
の
差
異

四
巻
本
と
二
巻
本
の
間
で
、
大
き
く
異
な
る
の
は
、「
人
命
類
」
の
存
目
2
話
、
及

び
、「
人
命
類
」
の
話
の
順
序
で
あ
る
。
詳
細
は
下
表
に
示
し
た
。
表
中
の
蓬
左
文
庫

蔵
本
（
蓬
左
本
と
称
す
）
の
正
文
部
分
に
示
し
た
「
善
12
」
等
の
表
記
は
、
国
図
善
本

の
第
12
則
に
当
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
ず
、
存
目
の
2
話
と
は
、「
范
侯
判
逼
死
節
婦
」
と
「
鄧
代
巡
翻
人
命
招
」
で
あ

る
。
と
も
に
第
五
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
「
范
侯
判
逼
死
節
婦
」
に
つ
い
て
は
、
目

録
と
正
文
の
順
序
が
相
反
し
、「
鄧
代
巡
翻
人
命
招
」
に
つ
い
て
は
、
国
図
普
通
本
の

目
録
に
存
在
し
な
か
っ
た
。四
巻
本
に
収
録
す
る
時
点
で
、何
ら
か
の
不
都
合
が
あ
っ

た
話
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
二
巻
本
の
正
文
で
そ
れ
を
採
録
し
な
か
っ
た
も
の

の
、
目
録
は
修
正
す
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
、
話
の
組
み
換
え
で
あ
る
が
、「
人
命
類
」
の
四
巻
本
は
第
12
〜
20
則
、
二
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巻
本
は
第
12
〜
18
則
で
順

序
に
差
異
が
生
じ
て
い

る
。
す
で
に
確
認
し
た
よ

う
に
、
四
巻
本
の
第
12
〜

18
則
は
、『
蕭
曹
遺
筆
』「
詞

稿
文
鋒
」
の
第
1
〜
7
則

と
話
も
順
序
も
一
致
し
て

い
た
。
四
巻
本
が
「
詞
稿

文
鋒
」
を
そ
の
ま
ま
取
り

込
ん
だ
こ
と
は
明
確
で
あ

る
が
、
な
ぜ
二
巻
本
で
は

話
を
組
み
換
え
る
必
要
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

六
―
２　

四
巻
本
と
二
巻
本
の
成
立
過
程

『
廉
明
奇
判
公
案
』の
四
巻
本
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
過
程
に
は
2
通
り
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、「
詞
稿
文
鋒
」
並
び
に
、
他
に
も
拠
り
所
と
し
た
裁
判
関

連
本
が
一
種
以
上
あ
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、「
詞
稿
文
鋒
」
を
増
補
し
た
『
廉
明
奇

判
公
案
』
の
状
態
に
近
い
本
文
を
有
す
る
書
籍
が
存
在
し
、
そ
れ
を
原
拠
と
し
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

二
巻
本
は
、
単
純
に
四
巻
本
に
基
づ
い
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
こ
と
は
、

上
記
で
確
認
し
た
。
他
に
も
、「
姦
情
類
」
の
第
3
則
「
海
給
事
辨
詐
稱
姦
」
の
判
決

文
が
、
四
巻
本
で
は
「
乃
判
之
曰
」、
二
巻
本
で
は
「
鄒
公
判
之
曰
」
と
あ
る
。
大
塚

氏
論
文㉓
に
よ
れ
ば
、「
海
給
事
と
題
し
な
が
ら
主
人
公
を
鄒
元
標
（
天
啓
四
年
没
）
と

し
て
い
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、「
こ
れ
は
万
暦
三
十
四
年
の
万
巻
楼
に
よ
る
『
海
公

案
』
の
刊
行
以
降
の
現
象
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
国
図
普
通
本

の
目
録
題
は
「
鄒
給
事
辨
詐
稱
姦
」
と
な
っ
て
い
る
。
四
巻
本
か
ら
二
巻
本
が
編
集

さ
れ
る
際
、
何
ら
か
の
選
択
基
準
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
理
由
に

つ
い
て
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

七
、
結
語

『
廉
明
奇
判
公
案
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
ま
ず
、
国
図
善
本
と
京
大
本
の

縦
の
関
係
に
つ
い
て
、
国
図
善
本
に
は
残
篇
故
事
が
存
在
し
、
空
白
の
葉
が
挟
ま
れ
、

葉
数
が
乱
れ
て
い
た
も
の
の
、
京
大
本
に
は
残
篇
故
事
、
空
白
の
葉
が
な
く
、
葉
数

も
連
続
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
京
大
本
は
残
篇
故
事
を
除
い
て
修
正
し
た
版

本
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
京
大
本
は
国
図
善
本
よ
り
も
後
に
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
。
か
つ
、
京
大
本
は
全
て
を
新
た
に
彫
り
直
し
て
お
り
、
国
図
善
本
と
京
大
本

は
異
版
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
図
善
本
の
版
木
に
も
一
部
磨
滅
が
見
ら
れ
る
も
の
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の
、
使
用
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
版
木
が
使
え
る
に
も
関
わ

ら
ず
、万
暦
26
年
か
ら
33
年
と
い
う
短
期
間
に
、な
ぜ
新
た
に
作
り
直
す
必
要
が
あ
っ

た
か
は
不
可
解
で
あ
る
。

横
の
関
係
に
つ
い
て
、
国
図
善
本
・
京
大
本
と
国
図
普
通
本
は
收
録
す
る
話
が
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
版
式
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
国
図
普
通
本
は
金
陵
の
大
業

堂
の
版
木
を
用
い
て
映
旭
斎
が
刊
行
し
て
お
り
、
建
陽
と
金
陵
で
は
地
域
も
異
な
る

た
め
当
然
と
も
言
え
る
。
た
だ
し
、
両
者
は
同
一
系
統
の
刊
本
に
基
づ
き
刊
刻
し
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

ま
た
、
国
図
普
通
本
に
は
、
残
篇
故
事
の
標
題
と
思
わ
れ
る
タ
イ
ト
ル
が
残
さ
れ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
王
巡
道
判
出
匿
名
」
で
あ
っ
た
。
国
図
普
通
本
に
は
、
こ
の

標
題
に
相
当
す
る
正
文
が
収
録
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
現
存
1
冊
で
あ
り
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
国
図
善
本
の
目
録
で
は
標
題
が
故
意
に
削
り
取
ら
れ
た
痕
跡

が
見
ら
れ
、
京
大
本
の
目
録
か
ら
も
不
自
然
に
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
は
述
べ
た
。

国
図
善
本
に
収
め
ら
れ
た
残
篇
故
事
の
内
容
は
、
国
図
普
通
本
の
目
録
の
標
題
に
あ

る
タ
イ
ト
ル
と
矛
盾
せ
ず
、
国
図
善
本
の
標
題
は
「
王
巡
道
判
出
匿
名
」
に
類
す
る

も
の
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

残
篇
故
事
が
故
意
に
削
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
度
載
っ
た
話
が
削
除
さ
れ

る
理
由
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
現
時
点
で
は
解
決
で
き
て
い
な
い
。
公
案
小

説
が
事
実
の
記
録
な
の
か
、
創
作
な
の
か
と
い
う
問
題
に
は
本
稿
で
は
立
ち
入
ら
な

か
っ
た
が
、
刊
行
さ
れ
た
後
に
、
本
人
ま
た
は
子
孫
か
ら
削
除
を
求
め
ら
れ
た
可
能

性
、
た
だ
し
、
今
回
は
図
題
や
残
篇
故
事
に
兄
弟
の
名
前
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、地
方
官
か
ら
削
除
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

地
方
志
を
当
た
っ
て
地
方
官
を
探
す
な
ど
の
作
業
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

か
つ
、従
来
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、『
廉
明
奇
判
公
案
』
の
多
く
の
話
は
、『
蕭

曹
遺
筆
』「
詞
稿
文
鋒
」
か
ら
採
録
さ
れ
て
い
た
が
、四
巻
本
で
よ
り
明
確
に
そ
れ
が

分
か
り
、
二
巻
本
で
は
順
序
の
組
み
換
え
、
ま
た
、
話
が
削
除
さ
れ
る
な
ど
、
改
変

が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

今
回
、
京
大
本
を
調
査
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、『
廉
明
奇
判
公
案
』
四
巻
本
の
版
本

を
、
縦
と
横
の
両
方
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
遺
憾
な
の
は
、
国
図
普

通
本
が
現
存
一
冊
で
、
肝
心
な
部
分
が
確
認
で
き
な
い
点
で
あ
る
が
、
今
後
、
新
た

な
版
本
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
従
来
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
二
巻
本
に

加
え
、
四
巻
本
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
う
一
歩
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

注①　
魯
迅
『
中
国
小
説
史
略
』（
北
新
書
局
１
９
３
６
年
、
３
４
４
頁
）。

②　

孫
楷
第
『
日
本
東
京
所
見
中
国
小
説
書
目
』（
上
雑
出
版
社
１
９
５
３
年
、
１
８
７

頁
）。

③　

林
桂
如
『
余
象
斗
の
小
説
と
日
用
類
書
』（
東
京
大
学
博
士
論
文
２
０
１
０
年
、
41

頁
）、
同
氏
「
書
業
與
獄
訟
―
從
晚
明
出
版
文
化
論
余
象
斗
公
案
小
説
的
編
纂
過
程
與

創
作
意
圖
」（『
中
國
文
哲
研
究
集
刊
』
第
39
期
、
２
０
１
１
年
、
3－

5
頁
）。
12
種

の
公
案
小
説
は
、
略
称
で
示
す
と
、『
百
家
公
案
』、『
廉
明
公
案
』、『
諸
司
公
案
』、『
新

民
公
案
』、『
海
公
案
』、『
詳
刑
公
案
』、『
律
条
公
案
』、『
法
林
灼
見
』、『
明
鏡
公
案
』、

『
詳
情
公
案
』、『
神
明
公
案
』、『
龍
図
公
案
』
で
あ
る
。

④　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
梶
浦
晋
氏
よ
り
、
当
該
本
の
存
在
に
つ
い
て
ご
教
示

い
た
だ
き
知
り
得
た
。

⑤　

大
阪
府
立
図
書
館
編
『
富
岡
文
庫
善
本
書
影
』（
小
林
写
真
製
版
出
版
部
１
９
３
６

年
）。

⑥　

本
稿
で
挙
げ
た
先
行
研
究
の
他
、
荘
司
格
一
『
中
国
の
公
案
小
説
』（
研
文
出
版

１
９
８
８
年
）
等
が
あ
る
。

⑦　

現
在
、
四
巻
本
は
国
図
普
通
本
を
除
き
、
各
所
蔵
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
画
像
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。

⑧　

大
塚
秀
高
「
公
案
話
本
か
ら
公
案
小
説
集
へ
―
「
丙
部
小
説
之
末
流
」
の
話
本
研
究

に
占
め
る
位
置
」（『
集
刊
東
洋
学
』
第
47
号
、１
９
８
２
年
、68－

70
頁
）、同
氏
『
増

補
中
国
通
俗
小
説
書
目
』（
汲
古
書
院
１
９
８
７
年
、
54
頁
）。
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⑨　

上
原
究
一「
明
末
の
商
業
出
版
に
お
け
る
異
姓
書
坊
間
の
広
域
的
連
携
の
存
在
に
つ

い
て
」（『
東
方
学
』
第
１
３
１
輯
、
２
０
１
６
年
、
64
頁
）。

⑩　

周
越
然
『
言
言
齋
古
籍
叢
談
』（
遼
寧
教
育
出
版
社
２
０
０
１
年
、
16－

18
頁
）。

⑪　

周
越
然
『
書
書
書
』（
漢
学
図
書
供
応
社
１
９
６
６
年
、
46
頁
）
に
「
余
書
有
『
就

賢
堂
圖
書
記
』
及
『
讀
耕
齋
之
家
藏
』
兩
印
記
、
似
是
東
人
所
為
。」
と
あ
る
。

⑫　

路
工
『
古
本
小
説
新
見
』（
発
表
１
９
６
２
年
、『
訪
書
見
聞
錄
』（
上
海
古
籍
出
版

社
１
９
８
５
年
、
１
５
６
頁
））
に
、「《
新
刊
皇
明
諸
司
廉
明
奇
判
公
案
》，
四
卷
，
正

文
標
題
下
題
：〝
三
台
山
人
仰
止
余
象
斗
集
〞、〝
建
邑
書
林
余
氏
建
泉
堂
刊
〞。
…
…
」

と
あ
る
。

⑬　

１
９
３
９
年
（
昭
和
14
年
）
3
月
、
富
岡
文
庫
第
2
回
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
、
反
町
茂

雄
が
４
５
８
円
で
富
岡
家
旧
蔵
本
を
落
札
し
て
い
る
。
そ
の
後
、１
９
４
２
年
（
昭
和

17
年
）
7
月
25
日
に
、京
都
大
学
法
学
部
が
臨
川
書
店
か
ら
７
０
０
円
で
購
入
し
て
い

る
こ
と
が
台
帳
か
ら
確
認
で
き
る
。臨
川
書
店
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
詳
細
に
つ
い
て
は
不

明
と
の
こ
と
で
あ
り
、
１
９
３
９
年
か
ら
42
年
の
間
の
3
年
間
、
当
該
本
が
ど
こ
に

あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。

 

　

な
お
、
反
町
は
富
岡
文
庫
の
売
り
立
て
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
、「『
廉
明
奇
判
公

案
』
は
、井
原
西
鶴
作
の
『
本
朝
桜
陰
比
事
』
な
ど
の
お
手
本
に
な
っ
た
明
末
の
裁
判

小
説
で
、
こ
の
類
は
現
在
の
中
国
に
遺
存
す
る
も
の
が
極
め
て
少
な
く
、
こ
れ
も
逸
書

で
他
に
な
い
物
だ
と
か
い
う
事
を
聞
き
か
じ
り
ま
し
て
、
中
山
さ
ん
（
筆
者
注
：
天
理

教
第
二
代
真
柱
）
に
お
勧
め
し
ま
し
た
。
現
に
天
理
図
書
館
に
蔵
せ
ら
れ
て
あ
り
ま

す
」（
反
町
茂
雄
『
一
古
書
肆
の
思
い
出
』
2
、
平
凡
社
１
９
８
６
年
、
２
７
９
頁
）

と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
は
こ
の
本
を
所
蔵
し
て
お
ら

ず
、
お
そ
ら
く
反
町
が
誤
っ
て
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑭　

阿
部
泰
記
「
明
代
公
案
小
説
の
編
纂
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
39
集
、１
９
８
７

年
、
１
７
９
頁
）、
同
氏
『
包
公
伝
説
の
形
成
と
展
開
』（
汲
古
書
院
２
０
０
４
年
、

２
４
６
頁
）、
林
氏
前
掲
博
士
論
文
（
46
頁
）、
同
氏
前
掲
雑
誌
論
文
（
10
頁
）。

⑮　

夫
馬
進
「
訟
師
秘
本
『
蕭
曹
遺
筆
』
の
出
現
」（『
史
林
』
第
77
巻
、
１
９
９
４
年
）

に
詳
し
い
。

⑯　

中
国
国
家
図
書
館
蔵
万
暦
23
年
白
雪
精
舍
刊
本
。
請
求
記
号
１
８
７
６
０
、デ
ジ
タ

ル
画
像
で
確
認
。

⑰　

国
図
普
通
本
は
存
1
冊
で
あ
り
、正
文
の
類
数
と
則
数
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
た

め
含
め
な
い
。

⑱　

夫
馬
氏
前
掲
論
文
（
13
頁
）。「
告
」
は
原
告
の
訴
状
、「
訴
」
は
被
告
の
答
弁
書
、

「
審
」
は
地
方
官
の
判
決
に
当
た
る
と
い
う
。

⑲　

林
氏
前
掲
博
士
論
文
（
47
頁
）、
同
氏
雑
誌
論
文
（
10
頁
）
に
は
、
分
類
の
題
目
の

相
違
が
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

⑳　

下
記
ア
ド
レ
ス
内
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
で
確
認
。https://w

w
w

.fam
ilysearch

.org/

search
/catalog/1093160?availability=Fam

ily%
20H

istory%
20L

ibrary

㉑　

上
原
究
一
「
萃
慶
堂
の
歴
代
主
人
に
つ
い
て
」（『
中
国
古
典
小
説
研
究
』
第
19
号
、

２
０
１
６
年
）。

㉒　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
万
暦
34
年
序
刊
本
。

㉓　

大
塚
氏
前
掲
論
文
「
公
案
話
本
か
ら
公
案
小
説
集
へ
」（
70
頁
）。

〔
附
表
〕
国
図
善
本
と
『
蕭
曹
遺
筆
』「
詞
稿
文
鋒
」
の
判
決
部
分
、
及
び
、
正
文
題

を
対
照
さ
せ
た
表
。
国
図
善
本
を
基
準
に
「
詞
稿
文
鋒
」
を
並
列
す
る
。「
詞
稿
文

鋒
」
の
類
別
の
前
に
つ
く
丸
数
字
は
、「
詞
稿
文
鋒
」
の
配
列
順
の
数
を
表
す
。
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〔
附
記
〕
本
稿
は
、
第
15
屆
中
国
古
代
小
説
、
戲
曲
文
獻
數

字
化
国
際
研
討
會
（
２
０
１
６
年
）、第
16
屆
中
国
古
代
小
説
、

戲
曲
文
獻
數
字
化
国
際
研
討
會
（
２
０
１
７
年
）
に
お
い
て

口
頭
発
表
し
た
、「
京
都
大
學
法
學
部
圖
書
室
藏
《
廉
明
奇

判
公
案
》」、「
關
於
《
廉
明
奇
判
公
案
》
再
探
究
」
の
内
容

を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。発
表
後
に
貴
重
な
ご
意
見

を
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
追
記
〕
投
稿
後
、
２
０
１
９
年
8
月
、
10
月
及
び
11
月
に
、

北
京
大
学
の
潘
建
国
教
授
が
、
廉
明
奇
判
公
案
に
つ
い
て
、

中
国
で
口
頭
発
表
さ
れ
、新
た
な
版
本
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
以
下
に
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
・
上

原
究
一
准
教
授
を
介
し
て
入
手
し
た
潘
氏
の
論
文「
明
代
公

案
小
説
的
文
本
抽
毀
與
版
本
流
播̶

以
余
象
斗《
皇
明
諸
司

廉
明
奇
判
公
案
》
為
例
」（《
中
國
古
代
小
説
國
際
學
術
研
討
會

論
文
集
》
２
０
１
９
年
10
月
）
の
概
要
を
記
す
。

潘
氏
が
紹
介
し
た
現
存
版
本
は
全
9
部
で
、そ
の
内
3
部

が
新
た
な
版
本
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
（
a
）
潘
氏
が
蓬
左
文

庫
蔵
本
（
筆
者
の
書
誌
4
）
と
同
版
と
見
做
す
独
翠
堂
蔵
本
、

（
b
）
潘
氏
が
内
閣
文
庫
本
（
筆
者
の
書
誌
5
）
と
同
版
と
想

定
す
る
中
国
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
さ
れ
、現
蔵
者
不
明

の
翠
英
堂
本
、（
c
）
潘
氏
が
国
図
普
通
本
（
筆
者
の
書
誌
3
）

と
同
系
統
と
考
え
る
潘
氏
私
蔵
の
大
業
堂
本
で
あ
る
。

潘
氏
所
蔵
本
は
2
冊
で
巻
3
、
巻
4
を
有
し
、
潘
氏
が

２
０
１
９
年
5
月
に
朝
鮮
渡
り
の
版
本
（
柳
綎
（
１
６
８
４－

１
７
５
２
）
旧
蔵
）
を
偶
然
入
手
し
た
と
い
う
。
そ
こ
に
は
、
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筆
者
が
「
残
篇
故
事
」
と
称
し
た
故
意
に
削
ら
れ
た
不
完
全
な
話
が
、
完
全
な
状
態

で
残
さ
れ
て
い
る
。
話
の
題
は
「
王
巡
道
察
出
匿
名
」
で
、
潘
氏
の
論
文
中
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
話
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

薛
士
禹
・
応
輅
の
兄
弟
は
、
父
の
死
後
、
財
産
争
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た
が
、
推

官
・
丁
此
呂
の
と
こ
ろ
に
匿
名
で
投
書
が
あ
り
、
士
禹
が
十
悪
罪
を
犯
し
た
と
訴
え

た
。
士
禹
は
弟
の
仕
業
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
、
丁
推
官
の
座
主
（
科
挙
合
格
時
の
試

験
官
）
で
あ
る
侍
郎
・
黄
鳳
翔
に
賄
賂
を
贈
っ
て
関
節
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
黄
侍
郎

が
丁
推
官
に
対
し
、
忖
度
し
て
取
り
計
ら
う
よ
う
促
し
た
。
結
果
、
応
輅
は
絞
首
刑

に
処
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
万
暦
13
年
（
1
5
8
5
）
に
な
り
、王
豫
昇
が
視
察
官

と
し
て
訪
れ
た
時
、確
た
る
証
拠
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、応
輅
は
無
罪
放
免
と
な
っ

た
。
数
年
経
っ
て
、
ま
た
こ
の
土
地
で
、
あ
る
人
物
が
「
施
卿
」
の
名
を
使
っ
て
張

裕
を
賄
賂
の
罪
で
訴
え
た
。
王
豫
昇
が
王
知
県
に
案
件
を
回
し
た
と
こ
ろ
、
王
知
県

は
施
卿
を
匿
名
に
よ
る
訴
え
の
罪
で
絞
首
刑
に
処
す
と
い
う
判
決
を
下
し
た
。
施
卿

は
礼
房
吏
・
呉
正
に
依
頼
し
、
王
豫
昇
に
対
し
て
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
晴
ら
す
よ
う
求
め
た
。

王
豫
昇
は
訴
状
の
中
に
、
自
身
が
か
つ
て
、
応
輅
に
対
し
無
罪
の
判
決
を
下
し
た
際

の
陳
述
が
あ
る
の
を
見
て
、
呉
正
こ
そ
が
二
度
の
匿
名
密
告
案
件
の
黒
幕
の
主
謀
者

で
は
な
い
か
と
疑
い
、
自
ら
詳
し
く
調
査
し
、
真
相
を
暴
い
た
。
最
終
的
に
呉
正
を

絞
首
刑
の
罪
に
問
う
こ
と
と
な
り
、
施
卿
は
無
実
の
罪
が
晴
れ
た
。
薛
兄
弟
も
か
つ

て
の
恨
み
を
完
全
に
晴
ら
し
、
漳
泉
の
民
は
皆
、
王
豫
昇
の
神
明
に
敬
服
し
た
。

以
下
、
潘
氏
の
評
価
を
記
す
と
、
こ
の
「
王
巡
道
察
出
匿
名
」
の
中
に
登
場
す
る

丁
此
呂
と
黄
鳳
翔
（
1
5
4
0－

1
6
1
4
）
が
実
在
の
人
物
で
あ
り
、
話
が
故
意
に

削
り
取
ら
れ
た
原
因
は
黄
鳳
翔
に
よ
る
余
象
斗
へ
の
圧
力
に
あ
る
と
言
う
。『
廉
明
奇

判
公
案
』
が
刊
行
さ
れ
た
万
暦
二
十
六
年
（
1
5
9
8
）、
黄
鳳
翔
は
折
し
も
、
物
語

の
舞
台
で
あ
り
自
身
の
故
郷
で
あ
る
泉
州
に
い
た
。
黄
鳳
翔
が
丁
此
呂
に
対
し
て
忖

度
す
る
よ
う
求
め
た
こ
と
の
真
偽
は
不
明
で
あ
る
が
、
小
説
の
話
と
な
っ
て
拡
散
す

る
こ
と
は
、
黄
鳳
翔
本
人
も
家
族
も
阻
止
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
、
潘
氏
は
考
え

る
。
潘
氏
所
蔵
本
に
「
王
巡
道
察
出
匿
名
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
後
に
、
福

建
か
ら
遠
く
離
れ
た
金
陵
の
地
で
、
大
業
堂
が
初
印
本
『
廉
明
奇
判
公
案
』
の
印
本

を
入
手
し
て
覆
刻
し
た
か
ら
だ
と
言
う
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
潘
氏
の
論
文
を
参
照

さ
れ
た
い
。

な
お
、
上
記
（
a
）
独
翠
堂
蔵
本
は
、
潘
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、『
冊
府
千

華

―
民
間
珍
貴
典
籍
収
蔵
展
図
録
』（
国
家
図
書
館
出
版
社
2
0
1
5
年
、1
7
3－

1
7
4
頁
）
に
書
影
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
封
面
は
「
6
．
国
立
国
会
図

書
館
蔵
本
」（
以
下
、
国
会
本
）
と
同
じ
（
同
版
か
異
版
か
に
つ
い
て
は
図
版
だ
け
で
は
判

断
で
き
な
い
が
、
酷
似
し
て
い
る
）「
全
像
續
廉
／
明
公
案
□
」（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
）

を
附
す
。
蓬
左
本
の
封
面
は
「
全
像
正
廉
／
明
公
案
傳
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
封
面
の

正
・
続
の
字
に
つ
い
て
は
、
大
塚
氏
「
公
案
話
本
か
ら
公
案
小
説
集
へ
」（
70
頁
）
で
、

「
正
の
字
は
続
が
刊
行
さ
れ
て
初
め
て
意
味
を
持
つ
」
と
述
べ
ら
れ
、蓬
左
本
は
国
会

本
と
セ
ッ
ト
刊
行
を
企
て
て
、
国
会
本
よ
り
も
後
に
刊
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
さ
て
、
独
翠
堂
蔵
本
は
、
蓬
左
本
と
同
系
統
の
版
本
で
あ
り
、
そ
の
版
本
に

「
続
」
の
封
面
が
附
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
正
・
続
の
封
面
が
混
同
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
、
大
塚
説
を
補
強
す
る
事
例
が
現
れ
た
と
言
え
る
。

上
原
究
一
氏
が
、
２
０
１
９
年
10
月
の
学
術
会
議
の
討
論
の
時
間
に
、
筆
者
が
か

つ
て
口
頭
発
表
し
た
こ
と
に
触
れ
、
そ
の
後
、
潘
建
国
氏
の
依
頼
を
受
け
て
、
会
議

論
集
を
筆
者
に
送
付
し
て
下
さ
っ
た
。
さ
ら
に
12
月
末
に
潘
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

原
本
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。
両
氏
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）


